
１ 牧の原小学校及び滝野中学校の現状等 

   令和２年５月１日現在の滝野中学校の生徒数は２６２人、通常学級数は８学級、特

別支援学級数は２学級ですが、印西牧の原駅北側における急激な宅地開発の進展によ

り、今後、牧の原小学校区の児童生徒数の増加が見込まれます。 

   また、令和元年度に実施した「印西市立小・中学校（滝野中学校区）児童生徒数等 

推計」（以下「推計」という。）において、牧の原小学校では、令和７年度（ピーク時）

に児童数 1,222 人となり、これに伴い、滝野中学校では、令和１３年度（ピーク時）

に生徒数９８８人となることから、牧の原小学校及び滝野中学校の大規模化による教

室数の不足が予想されます。 

   

２ 通学区域変更の必要性 

  大規模校につきましては、「印西市学校適正規模・適正配置基本方針」に基づき、短期 

的には学校施設の増改築で対応することとし、その状況が将来的にも継続すると見込ま 

れる場合は、隣接校の児童生徒数や施設の状況等を考慮しつつ、通学区域の見直しを検 

討することとしています。 

 このことから、牧の原小学校は令和１４年度に適正規模になる推計ですが、令和７年

度のピーク時に合わせた学校施設の増改築等により、教室の不足が生じないよう工事を

大きく２回に分けて段階的に整備を進めていくこととしています。 

 一方、滝野中学校につきましては、基本的には牧の原小学校と同様の考えですが、学校

施設の増築にあたっては学校敷地の関係から、令和１３年度のピーク時に不足する教室

数に合わせた学校施設の増改築等が難しい状況のため、通学距離等に配慮し、現在の滝

野中学校の通学区域である「牧の原二丁目」、「牧の原三丁目」、「牧の台二丁目」、「牧の台

三丁目」及び「草深の一部（草深二本松地区、草深三夜後地区、草深十町歩地区）」につ

いて、隣接する西の原中学校への通学区域の見直しを併せて検討する必要があると考え

ます。 

 

３ 通学区域変更にあたっての留意点 

  現在の牧の原小学校の通学区域となっている草深の一部（草深二本松地区、草深三夜

後地区、草深十町歩地区）については、平成２８年４月１日に西の原小学校区から牧の

原小学校区に、西の原中学校区から滝野中学校区に通学区域を変更した経緯があります。 

  当時は、平成２７年４月に西の原小学校よりも近い場所に牧の原小学校が開校したこ

と、通学の面での安全性、西の原中学校の生徒数の増加に伴う学校施設の不足などの観

点から、中学校については通学距離が遠くなってしまいますが、通学区域を変更させて

いただいたものです。 

  今回は、中学校の指定校について、滝野中学校から西の原中学校に変更するものであ

り、小学校の指定校（牧の原小学校）を変更することは考えておりません。 

【参考】 

草深の一部 変更前の指定校（Ｈ28.3 まで） 変更後の指定校（Ｈ28.4 から） 

 草深二本松地区 

 草深三夜後地区 

 草深十町歩地区 

 印西市立西の原小学校 

 印西市立西の原中学校 

 印西市立牧の原小学校 

 印西市立滝野中学校 
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（６）滝野中学校及び西の原中学校の普通教室数    

学校名 現状 増築（予定）後 備考 

滝野中学校 １１（うち特別支援２） ２３ 転用可能教室数：２ 

西の原中学校 ２５（うち特別支援２）  転用可能教室数：５ 
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【滝野中学校を中心とした距離（目安）】 
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【西の原中学校を中心とした距離（目安）】 
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